
令和 8年度島根県新任教職員研修 第Ⅲ回教育センター研修 
～三瓶青少年交流の家を活用した宿泊研修～ 

 

    近年、新任者の経験や経歴の多様化、他県出身者の増加が顕著であることを踏ま

え、「他者との連携・協働」や「集団づくり」をテーマにした宿泊研修を行います。 

 

１ 目的 

・集団宿泊生活や協働し課題を解決する活動を通じて、他者との連携・協働や集団 

作りに関しての見識を深め、指導力の向上を図る。 

・同期との絆を深め、新任者が安心して本県で職務を担うことができる環境づくり 

の一助とする。 

 

２ 日時・期間 

    令和 8年 8月 3日（月）～5日（水）【２泊３日】 

 

３ 場所・会場 

    国立三瓶青少年交流の家 

 

４ 主催 

    島根県教育センター 

 

５ 参加予定者 

    令和 8年度に本県で採用された新任教職員 

〇小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校の教諭（227 名） 

〇小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校の養護教諭（14 名） 

〇小学校・中学校・義務教育学校・特別支援学校の栄養教諭（１名） 

〇小学校・中学校・義務教育学校の事務職員（９名） 

〇県立学校の実習教員（２名） 

〇特別支援学校の寄宿舎指導員（２名）           合計：255 名 

 

６ 内容   

研修項目 研修内容 

人間関係づくりプログラム（SAP） 
集団におけるよりよい人間関係づくりについて体

験的に学ぶ。 

野外炊飯 
グループで協力して野外炊飯に取り組むことで、

協調性や計画性を養う。 

生徒指導・教育相談 

生徒指導・教育相談の意義を理解し、児童生徒理

解を基盤とした個や集団にかかわる指導力や対応

力などの向上を図る。 

 

７ その他  

    取材希望の場合は、7月 31 日（金）までに連絡をください。 

令和 8年 7月 27 日 

島根県教育センター・企画研修スタッフ 

担当者 須山 健太 

電話 0852―22―5853 


